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令和６年度第２回岡津小地域防災拠点管理委員会

１、今年度運営委員拠点訓練実施に向けて

２、運営委員拠点訓練のシナリオ（案）

日時 令和６年9月8日（日）午後1時30分～
会場 岡津町内会館

1、今年度運営委員拠点訓練実施に向けて

(１) 拠点活動に対する基本的な考え方と訓練体制

(２) 運営委員訓練の概要

（３)  訓練練実行委員の選任

（４） 事前活動スケジュール

２、運営委員拠点訓練のシナリオ（案）
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① 地域住民に対する防災拠点に関する理解の拡大
☞より多くの住民に「地域防災拠点」の理解を広める。

① 地域防災拠点の概要 ② 備蓄品・大型設備の理解 ③ 避難所の体験

② 緊急時に拠点運営に対応できる人材の育成

☞運営委員訓練と運営委員が訓練をする側になる一般向け訓練の２訓練の実施。
☞一般向け訓練への各単会の班長の参加要請を継続、拠点理解の広がりを図ると

共に、緊急時に拠点運営へ参加、協力が可能な層の拡大をめざす。

(１)拠点活動に対する基本的な考え方と訓練体制

☞運営委員訓練 令和6年11月２４日（日）午前中

➤防災拠点拠点開設に向けた訓練（班の役割を越えた）

２つの訓練
☞一般向け訓練 令和７年 1月26日（日）午前中

➤被訓練者を各単会の班長とする。
➤座学、避難所体験、大型設備見学の３本立て

基
本
的
な
考
え
方

１、日 時：令和６年１１月２４日(日）午前7時30分～12時30分
≪１１月１７日泉区一斉情報伝達訓練≫

２、会 場：岡津小学校体育館、校庭及び一部校舎

３、参加者：岡津小学校地域防災拠点運営委員（７７名)
・庶務班１４名(5)・情報班１０名(8)・救出救護班１１名(8)・食料物資班１１名(8）
・防災部長班１０名(8)・学校再開班13名(1）・支援Ｇ8名(2）※()内は新任

☞令和６年度 新任４０名 (学校再開班・支援Ｇを除くと３７名）

４、目 的：拠点開設に伴う具体的な作業（拠点開設から避難者受入/生活基盤の

形成まで）に関し、班の枠を超えて全ての運営委員が理解する。

(理 由）震災発生直後の防災拠点の開設に向けて活動は、地域で担わざ
を得ない＝地域住民だけで、どれだけの事ができるか、を知る。

(２)運営委員訓練の概要



2022年

3

•避難所解消日 （阪神淡路の場合）
宝塚市5月21日、尼崎市6月15日
西宮市7月31日、神戸市8月20日

□運営委員参集

●校内設備確認

●避難者受付準備

・避難者カード
・集計ボード
・対感染症用品

・体育館、校舎
・トイレ・水道
・電気、ガス
・防災備蓄庫

■避難者受入開始

・区割り班
・飲料水確保班
・トイレ対策班
・生活用具資材班

■班・担当の割振り開設用資機材の準備

・避難者カード記入
・カード⇒リスト化

●居住区の区割り

●生活用資機材準備

●食料・飲料水の確保

●トイレの対策

●ゴミ処理への対応
・体育館スペース
（1人当たり2㎡）
・専用スペース

・炊飯器等大型機材
・日常品

・備蓄数量の把握
・避難者の持寄りの実施

・仮設トイレの組立設置
・トイレパックの管理
・使用ルールの対応

・分別収集の徹底
・収集場所の設置

■班へ再編成
（運営委員＋避難者）

■拠点運営体制確立

■情報共有の仕組み

■救援物資の管理

■防犯活動の実践

・避難者のグループ分け
・リーダーの配置
・グループをベースにした

拠点運営体制

・拠点内の共有システム
・地域との情報共有手段

・管理ルール、システム作成
・拠点外の被災者との連携

■心と身体の健康管理

■コミュニティー形成

■多様なニーズの把握

・（子供、高齢者）

・集団の避難生活には自治
体制が不可欠。⇒拠点内
でのコミュニティー形成

・避難者のより多様なニー
ズを把することが重要。

■ボランティア受入

大
地
震
発
生

学校再開に向けた協議・・・・・・・

再開時期・授業方法・教諭の確保・学用品の確
保・避難者への対応＊学校再開班（学校関係者＋
PTA+地域関連団体）

□縮小・統合・
閉鎖の調整

□被災者向け
情報の集約

□不要物資の
返却

□備蓄庫への
再備蓄

１時間 3時間 48時間 72時間

□地域防災拠点の活動プロセスと訓練のパターン

避難所閉鎖までの期間

■開設連絡（行政）

拠点の生活基盤確立
のため作業グループ

（避難者にも協力要請）

・長期的運営を考えた機
能別班の編成

このプロセスは、運営委員会と避難者が協力して実践する。

■ペット対策

・一時飼育場所の設定
・受入、管理

拠点 開設 準備 拠 点 の 開 設 生活基盤の形成 避難所運営の実践 長期化への対応 拠点の閉鎖

防災拠点開設 防災拠点運営

2024/7/14

【令和６年度 訓練実行委員１４名】

(３)訓練実行委員の選任

☞訓練の実効性を高め、訓練を円滑に進行する事を目的として、訓練の企画及び準備作業等
に参画、訓練の実行に際しては、各グループの効果的な訓練の遂行をフォローする。運営
委員の中から選抜され、運用上、統括担当、運営担当、チーム担当の３チームに分ける。

□統括グループ　➤訓練の全体進行の管理、支援。責任者１名・事務局１名・支援　若干名

北島  良三 岡津第三町内会 酒井　浩一郎 連合防災委員長

山岸　俊章 連合企画 小 林　玲 子 連合総務

□運営担当　　　　➤各グループの行動をバックUP。管理委員から選抜５名

泉　和雪 あおば自治会 關田　康雄 岡津町西部町内会

植松　利恵 みやこの杜自治会 眞壁　弘明 岡津小学校副校長

砂原　雅樹 グレーシア山手台自治会

□チームリーダー　➤各グループのリ-ダー（引率）。学校再開班以外の各班の班長5名

渋谷　孝 庶務班 佃　正美 食料物資班

本多篤太朗 情報班 石田　哲正 防災部長班

萩原　勝治 救出救護班
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■ ９月 ８日(日) 13：30～15：30（第２回管理委員会）
参加：管理委員＋班長 会場：岡津町内会館

☞＊訓練の概要説明＆内容検討 ＊実行委員の選出

■ ９月29日(日) 13：30～15：30（防災資機材の確認）
参加：実行委員（統括G＋運営担当）

☞＊防災倉庫＆体育館倉庫の資機材確認 ＊倉庫整理

■10月20日(日)13：30～15：30（訓練打合せ）
参加：実行委員（運営担当＋チーム担当）

☞＊訓練内容/進行の確定 ＊実行委員の役割確認

●１１月２４日(日) ７：30～12：00 運営委員拠点訓練

参加：運営委員全員（７７名：新任40名）

＊（訓練用資材の調達） ～１１月17（日） ＊北島、小林

(４) 事前活動スケジュール

２、運営委員拠点訓練のシナリオ（案）
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令和６年度岡津小学校地域防災拠点運営委員訓練 実施案

□　7：30　＊選抜運営委員集合　（実行委員１４名＋庶務班選抜４名）　　➤防災倉庫前

訓練　①　　学校内施設点検（被害状況確認） 7：30 ～7：55　　（予定25分）

　　　　＊４名づつ４チームに分れ、学校内施設の状況確認（確認用紙＋筆記用品） ➤北島、小林：全体集合準備

体育館 渋谷、泉、安室、石田 校庭/周辺 萩原、砂原、森、大塚、

校舎A 眞壁、植松、本多、（山岸） 校舎B 佃、關田、江波、（酒井）

　　　　＊確認後、委員長（北島）へ報告

□　8：00　＊全運営委員 集合                                               ➤防災倉庫前（朝礼台前）

　　　　＊チーム別に、集合後、訓練の進行の説明と必要用品の配布⇒訓練開始。（進行支援：北島　小林　酒井、山岸、）

〇訓練用の色別チーム編成　　➤訓練の進行：班を基本にした下記の色別チームに分かれて、このチームで行動。

チーム チーム担当 運営担当 計

 ホワイト 渋谷(岡4） 庶務班（7）+岡小（5）：校長、教師選抜 眞壁(岡小) 13

 イエロー 石田（岡3） 植松（みやこ） 13

 グリーン 本多（岡3） 情報班（9）＋Kids（2）＋岡小PTA（1） 關田（西部） 13 ＊各チームは識別用リストバンド装着。

 ブルー 佃　（岡3） 食料物資班（11）＋青指4 砂原(ｸﾞﾚｰｼｱ） 16 ＊実行委員はビブス着用

 オレンジ 萩原〈岡1） 救急救護班（11）+スポ推進4 泉（あおば） 16

　　＊オブザーバー５名：小泉連合会長、活動支援G4名：消防所長/消防団/行政担当（2）　　　　　　＊応援：横浜市水道局+管工事共同組合

訓練内容 備　　　考

防災部長班（10）＋岡中（2）：校長+PTA
＊学校再開班は各チームに分散参加。

□　8：20　＊運営委員全体訓練開始

訓練　②　避難者受入準備　８：20～9：20　　（予定60分）

〇チーム別避難者受入準備　➤受入準備作業（受付設置/避難者スペース確保/大型設備稼働）をチーム別に分担して実施

チーム チーム担当 運営担当

 ホワイト 渋谷(岡4） 避難者受付準備 眞壁(岡小) 13 ＊ (follow小林 ）

 イエロー 石田（岡3） 避難スペース/区割り・教室指定/ペット対応 植松（みやこ） 13 ＊ (follow山岸 ）

 グリーン 本多（岡3） 地下給水タンク開設 關田（西部） 13 ＊横浜市水道局による指導

 ブルー 佃　（岡3） はまっ子トイレ設置（体育館南側） 砂原(ｸﾞﾚｰｼｱ） 16 ＊プール給水設置  (follow酒井 ）

 オレンジ 萩原〈岡1） 避難所内資機材（間仕切り等）移動/設置 泉（あおば） 16 ＊ (follow山岸 ）

訓練 ③　避難者受入シュミレーション　　9：25～10：05　　（予定40分）

〇チーム別避難者受入体験　　➤チーム別に避難者役、受付担当、誘導担当を分かれて、避難者受入を体験。

チーム チーム担当 運営担当 計

 ホワイト 渋谷(岡4） 受付担当 眞壁(岡小) 13 ＊ (follow小林 ）

 イエロー 石田（岡3） 誘導・エリア担当 各エリアへ誘導/説明 植松（みやこ） 13

 グリーン 本多（岡3） 關田（西部） 13

 ブルー 佃　（岡3） 砂原(ｸﾞﾚｰｼｱ） 16

 オレンジ 萩原〈岡1） 泉（あおば） 16

訓練内容 備　　　考

備　　　考

＊ (follow山岸 ）
避難者役

訓練内容

避難者の中から、妊婦、要

介護者、発熱、感染者等の

役割を設ける

４つの受付カード記入
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訓練 ④　はまっこトイレ、地下給水設備の理解、　10：10～11：10　（予定60分）

チーム チーム

ホワイト ホワイト

イエロー イエロー

ブルーB グリーンA

オレンジ オレンジ

グリーンB ブルーA

ブルーA はまっこトイレ（説明）：※① ブルーB はまっこトイレ（説明）：※① ※①　説明：酒井/山岸

グリーンA 地下給水設備〈説明支援） グリーンB 地下給水設備〈説明支援）

□　11：15　＊運営委員訓練終了・・・・

　〇　訓練会場撤収/総括会場設営　11：１５ ～11：４５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 ＊ホワイト、イエロー、オレンジ⇒受付撤収＆体育館撤収（大型機材）＋総括会場（体育館舞台側）作り＝イス（70脚）　

＊ブルー⇒はまっこトイレ撤収（酒井）　＊グリーン＋水道局＝地下給水設備撤収　＊備蓄品配布準備 （防災倉庫前　　小林、山岸　）

　〇　ま　と　め　　（進行：北島）　   11：４５～12：15

＊　講　　　評 （５分）　　 小泉連合会長  ＊　班単位のミーテイング（20分）　＝訓練への感想や意見など

     □会場撤収（全員でイスの収納)・・・・・

　〇　一般運営委員　解　散：１２：20　　　 ➤実行委員　解散１２：３０

＊　新運営委員・・・・防災倉庫見学（follow 酒井/山岸）

＊　備蓄品配布（防災倉庫前）＝保存パン10箱（２００食）おかゆ4箱（80食）クラッカー3箱（210食）水缶17箱（144缶）

9：50～10：20 10：25～10：55

はまっこトイレ訓練

はまっこトイレ訓練 地下給水設備訓練

①ブルーとグリーンは、ABの2つのグループに

分け、計７つのグループで訓練を進める

②グリーンは、ＡＢ交代で水道局の地下給水の

説明支援ーとはまっこトイレの訓練を行う。

③ブルーは、AB交代で、はまっこトイレの説明

と地下給水訓練を行う。

地下給水設備訓練

令和６年度第２回岡津小地域防災拠点管理委員会
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